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1	 関西学院大学総合政策学部国際政策学科（OAS01122@nifty.com）
フィールドワーカーのための電波利用講座15年の軌跡
Les 15 ans de formation à l’utilisation des ondes radio  
pour des travaux de terrain
中 野  幸 紀 1
Yukinori Nakano
Les progrès technologiques en informatique ont conduit à une banalisation de l’utilisation des 
ondes radio. Les professionnels qualifiés ont cédé la place à un public non formé. Les maté-
riels et les appareils de radio devenaient utilisables par quiconque. Cependant que le nombre 
d’utilisateurs augmente, la population intéressée par l’utilisation des ondes radio s’effondre. Il 
faut rétablir une offre dans l’enseignement supérieur en proposant des cours et travaux dirigés 
à notre École d’études politiques, tous(tes) les étudiant(e)s étant invité(e)s à prendre l’initiative 
pour obtenir la licence de radio.  Il est primordial de promouvoir des travaux de terrain dans 
les zones rurales et isolées au niveau international, où il n’y a pas d’opportunité de se servir du 
service commercial de télécommunication. Le projet de recherche a été lancé et pris forme en 
2001 à l’Institut d’études politiques. Les étudiant(e)s ont été invité(e)s à passer l’examen de 
radioamateur et ils ont pu ainsi communiquer sur les ondes pendant les années 2003 et 2004. 
Le Wi-Fi, le point d’accès d’internet en dehors de bâtiment, a été étudié et appliqué pour élar-
gir le service d’internet à la zone rurale de la préfecture de Hyogo jusqu’à 2008. Ces expéri-
ences nous ont encouragés d’ouvrir le cours de travaux dirigés au niveau de licence à l’École 
d’études politiques. Le cours y a été ouvert au mois de septembre 2009 au campus de Sanda de 
l’Université Kwansei Gakuin. Le nombre accumulé d’étudiant(e)s a atteint plus de 100 à la fin 
de 2014. Un tiers ont réussi à obtenir les licences de radio au niveau national; opérateur-tech-
niciens de radio spécial de seconde classe et/ou radioamateur de troisième ou quatrième classe. 
A partir de l’an 2013, ce cours est mis dans la liste de cours définitivement. Le programme du 
cours s’est composé de trois éléments différents. Le premier est l’utilisation des ondes radio 
en général, y compris sécurité et la santé publique, par exemple, le code de radio international 
et l’utilisation de U/ SHF dans la vie quotidienne, le deuxième est d’apprendre la manière de 
fabriquer une antenne de Yagi par l’étudiant lui-même et le troisième est de préparer l’examen 
national d’opérateur de radio. 
キーワード： 電波利用、フィールドワーク、途上国、国際協力、アマチュア無線
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の基本コンセプトであり、村井純のいう「窒息空
間」が確実に減少することになる。
















て勧告された（«Utilisation de services d'amateur 














«La présente Recommandation encourage les 
administrations à faciliter l'exploitation des 
services d'amateur et d'amateur par satellite 
en développant des compétences d'opérateur 
des radiocommunications, en assurant la 
formation des techniciens et en utilisant les 
stations d'amateur dans les zones rurales et 
dans les situations d'urgence. Elle encourage 
aussi l'utilisation de bénévoles et la prise en 



































































































































































































Règlement des Radiocommunications (Edition 
de 2012)
ARTICLE 25 Services d'amateur
service d'amateur: service de radiocommunication 
ayant pour objet l'instruction individuelle, 
l'intercommunication et les études techniques, 
effectué par des amateurs, c'est-à-dire par des 
personnes dûment autorisées, s'intéressant 
à la technique de la radioélectricité à titre 





































































































































































































































































































































2009年7月 ９ 日、 大 阪
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諸 国 通 貨・ 経 済 共 同 体（l'Union économique et 
































































年 度（2014年3月 ）に は 東 條 医 師 と 北 井 氏2名
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／ Communication Operators and Technicians: Past, 










ユニークな発展の軌跡（昭和 16 年～平成 9 年）と国立高
等専門学校協会（平成 2 年～ 9 年）」「回想：仙台電波工業
高等専門学校」出版会
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巻末付属資料１　政策トピックスD：電波利用講座（2009～ 2012年度）シラバス
  シラバス情報/Syllabus Information











単位数/Credit 2 履修期/Term 秋学期
担当者/Instructor
中野  幸紀（NAKANO YUKINORI） , 窪田  誠（KUBOTA MAKOTO） , 曽根  康仁（SONE YASUHITO） , 
吉野  太郎（YOSHINO TARO）
履修基準年度







声通信）、Wi-Fi機材・ル ターー などの設定と操作（屋外インター ネット接続）、GPS機材の操作（位置情報取得）、マルチメディア








声通信）、Wi-Fi機材・ル ターー などの設定と操作（屋外インター ネット接続）、GPS機材の操作（位置情報取得）、マルチメディア
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巻末付属資料２　電波利用演習（2013年度～）シラバス
  シラバス情報/Syllabus Information











単位数/Credit 2 履修期/Term 秋学期
担当者/Instructor 中野  幸紀（NAKANO YUKINORI） , 曽根  康仁（SONE YASUHITO） 
履修基準年度
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巻末付属資料３　電波利用演習（2015年度）シラバス
  シラバス情報/Syllabus Information











単位数/Credit 2 履修期/Term 秋学期
担当者/Instructor 中野  幸紀（NAKANO YUKINORI） , 曽根  康仁（SONE YASUHITO） 
履修基準年度
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授業計画　第5回














をゲストスピ カーとしてお招きし、小型レ ダーを3号棟屋上に設置し、教室内に設置したレ ダーモニタを見ながらレ ダーの動作原理を
ご紹介いただく（30分）。三田キャンパス周辺をレ ダー映像で見るデモンストレ シーョンを実施する（30分）。質疑応答と討議を行う。
授業計画　第7回

















































　Wi-Fi機材を用いてWDS機能のル ターー 設定を行う。各自ノー トパソコンをできるだけ持参して参加すること。
授業計画　第14回
Class Outline Session 
14
（14）「電波利用の展望」（講義）〈中野幸紀＋曽根康仁〉1/6

























日時：平成 20 年 8 月11日（月）13:00 ～ 18:00
講演： 「モールス通信士　—  点と線が刻む IT の創生  —」松田裕之（甲子園大学）
パネルディスカッション：
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巻末付属資料５　特定プロジェクト研究センタ （ーCRIOR）の概要
研究センター 　　　　　　　　　　 西アフリカ電波利用促進国際協力研究センター （CRIOR）　　　　　　　　　　 
設置期間　　　　　2011年10月1日　～　2015年9月30日　（5年間）
研究代表者 氏　　名 所属部局名 職　　名
(センター 長)  中野　幸紀 印 総合政策学部 教授
研究員 　　5　　名
研　究　者　名 所　属　・　職　名 セ ン タ ー  で の 役 割
今井　一郎 総合政策学部　教授 副センター 長
園田　明子 総合政策学部　教授 仏語・国際機構担当
TIJERINO Yuri Adrian 総合政策学部　教授 システム技術担当
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巻末付属資料６　活動報告書の例示（2012年度）







①総合政策学部 2 回生（JP3F1A）1 名、 大阪国際交流センター  ・ ラジオクラブ（以下、 JI3ZAGという。）
会員 3 名（JA3IVU、 JH3AEF、 JA1CJA）及び CRIOR センター長中野（JA3VWT）の 5 名で
2012 年度ブルキナファソ ・ フィー ルドワ クーチーム（以下、 現地チームという。）を構成し、 2013 年 2 月19
日～ 3 月6日まで、 首都 Ouagadougou 及び旧首都 Bobo Dioulasso の 2 都市に滞在し、 アマチュア無
線活動を含む現地研究調査活動を実施した。
②同現地チームが主体となって、 現地政府関係者（通信大臣及び電子通信管理庁（ARCEP）Bako
長官）、 現地アマチュア無線連盟（ARBF）POODA 会長（XT2HF）及び大学関係者（CEFIG 大
学 Penda 教務主任（校長）及びワガドゥグ大学 IPERMIC 大学院 Balima 研究科長）と交流を行い、 
Balima 科長に Fujitsu 製モバイル PC 5 台、 POODA 会長に 3 台を寄贈した。 あわせて、 CEFIG 及
び ARBF に、 CRIOR が仏語に翻訳した「電波利用講座教科書」の電子版とプリント版をそれぞれ手
交した。
③上記のブルキナファソ滞在中に通信大臣及び ARCEP の Bako 長官が主催する同国における電波
利用促進のための講演会が開催され、 イタリアチーム（XT2TT）からの講師に加えて、 CRIOR 現地
チームから東條（XT2AEF）と北井（XT2IVU）が日本のアマチュア無線の現状について報告し、 中野
（XT2VWT）がアマチュアによる経済発展の可能性に関する報告を行った。 また、 JI3ZAG 会長の島
本（JA3USA）が日本の地上波デジタル放送（TNT）規格及び世界におけるTNT 普及状況につい
て報告した。
④情報通信学会第 29 回大会（秋田国際教養大学）において中野が CRIOR が支援している総合政
策学部電波利用講座に関する4 年間の開講実績の紹介を行った。
⑤学部内リサーチコンソーシアム（2012/5/25）及びリサーチフェア（2012/11/10）において CRIOR
のブルキナファソ現地チームによる2011 年度活動報告を行った。 併せて、 総合政策リサーチコンソー





①申請していた 2012 年度科研費が不採択だったため、 学内の科研費申請補助費を研究代表者として中
野が申請し、 10 万円の申請補助費を受け入れることができた。 研究期間は 2012 年 5 月～ 9 月末だった。
②特別研究センター ホームページ上に学外からの寄付を受け入れる旨のポスター を公表し、 2012 年度中
に 10.8 万円の個人からの寄付を受け取った（寄付総額 12 万円、 1 割は大学が経理。）。 この研究費
で 2013 年 3 月に Fujitsu からl 台 l 万円の CRIOR 協力特別価格で 10 台のモバイル PCを購入した。




Y.Nakano,   Les 15 ans de formation à l’utilisation des ondes radio pour des travaux de terrain
④外務省アフリカ課及び現地円本大使館の情報で JICA に大学が申請者となる現地調査制度があること
を知ったので、 その検討を開始した。 現在までブルキナファソには北海道大学および新潟大学がこの制
度を使って現地調査を行った実績がある。 なお、 電波利用に関する経済 ・ 社会学的な現地調査は他の
途上国においてもまったく行われていない。 企業の参加を促すことが喫緊の課題である。
（3）社会貢献の実施状況
① 2012 年 4 月末、 日本アマチュア無線連盟（JARL）主催の無線通信コンテストに JL3YJFとして参加。
②同年 5 月、 ブルキナファソ・アマチュア無線連盟会長 POODA 氏を三田キャンパスの CRIOR に迎えて
学生と一緒に情報交換を行った。
③同年 5 月、 総合政策研究科主催のリサーチコンソーシアム講演会において、 ポスター とDVD によるブ
ルキナ現地活動報告に関する展示を行った。
④同年 7月、 池田市で開催された関西ハムフェスティバルにおいて、 CRIOR 活動写真パネルを展示した。
⑤同年 10月、 2011 年度大学共同研究成果報告が PDFとして出来上がった（以下、 成果報告書という。）。
⑥同年 11 月、 中野が国際協力研究者協会（SRID）において、 CRIOR 活動を紹介する記事を執筆 ・ 
投稿し、 同協会の WEB 上に SRID ニューズレター の一部として公表された。
⑦同年11月、 DVDに焼きつけた成果報告書を、 在日本ブルキナファソ大使、 外務省アフリカ1課担当官、 
JICAアフリカ第 5 課長をはじめ、 Fujitsu、 JI3ZAGなどの20 数名の国内関係者宛てに各 2 部送付した。
⑧同年 11 月、 大阪国際交流センターで開催された「アジア太平洋 DX ハムコンベンション」に参加し、 
ブルキナファソから参加した POODA 氏（XT2HF）と情報交換を行った。 成果報告書 DVDを配布した。
⑨同年 11 月、 総合政策研究科リサーチコンソーシアム主催の「企業連携公開ゼミナール」の一環として
CRIOR が推進している西アフリカ経済社会発展を支援するためのアマチュア無線普及活動を通じた「国
際協力拠点構築」の進捗状況と途上国のアマチュア無線家が日本国内において無線従事者免許を取
得するために必要となる日本国内電波法制度の改正の可能性に関する検討がなされた。 当日は、 企業、 
大学（阪大）及び NPO 関係者の参加をいただき、 熱心な討議がなされた。
⑩ 2013 年 4 月及び 5 月、 大阪国際交流センタ  ー・ ラジオクラブ（JI3ZAG）のニューズレターに北井
（XT2IVU）氏が、 「金魚の糞 2013 年版」と題する2012 年度 CRIOR 現地調査報告を寄稿した（別
添資料）。
（4）特許出願、 発明届提出状況 ： ありません。
（5）研究者養成
① 2012 年秋学期に総合政策学部政策トピックスとして「電波利用講座」を開催し、 第 2 級陸上特殊無
線技士及び第 4 級アマチュア無線技士国家資格（無線従事者資格）取得者が新たに 3 名増加した。
② 2012 年度現地調査チーム構成員として 2011 年度に電波利用講座を修了した学部 2 回生が JP3FIA
の個人コールサインを取得した。
③2012年10月、 修士課程2回生（JO3VVO）が総合政策研究科内のドーナツアワーにおいて「「放課後」
のアマチュア無線 − 若年層が活動を通じて学ぶこと −」と題した口頭発表を行った。
（6）今後の研究計画
① 2013 年度の研究費獲得のために申請していた科研費（基盤 C）が不採択となったため、 今後も民間
資金（個人及び企業からの研究寄付）を集めるための公の場での活動を継続する。
②外務省及び JICAと情報交換を続け、 JI3ZAG、 IARV などの関係諸団体と連絡を密にする。
③現地の ARCEP、 ARBF などの電波利用関係政府機関とのより密接な連絡体制の構築を検討する。




添付資料 ： 北井十生（XT2IVU）、 「金魚の糞2013年版」、 JI3ZAGNews Ietter、 April. May2013
<http://www.ji3zag.net/html/nl.html>
82
Journal  of  Policy  Studies   No.51  (March  2016)
